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　永田稠
しげし
は、財団法人日本力行会の第二代会長として、日本の移民事業振興に生涯
取り組んだ人物である。日本力行会は現在は学校法人となり、移民事業にはかかわ
っていないが、同機関には現在も移民資料室があり、同会の資料の保存、公開が行
われている。1897（明治30）年に島貫兵太夫は苦学生救済のための機関である東京
労働会を設立する。この東京労働会を母体として生まれた日本力行会は、移民教育
や海外情報の提供といった多様な活動を展開する。同会については百年史をはじめ
とした様々な刊行物があり、また、同会の発行した機関誌『救済』『力行世界』等
についてもすでに復刻・刊行がなされている
（２）
。
　日本力行会の所蔵資料については目録も作成されているが、いまだ整理途上にあ
る貴重な資料群も少なく無い。本調査グループが調査、翻刻、目録作成にあたっ
た『無名録』は、そうした未整理資料群に含まれていたものである。永田稠によ
る『無名録』は、主に随想録のような形式で書かれた、未刊行の自筆資料である。
1901（明治34）年から1904（明治37）年までに記された17冊のノートよりなり、こ
のうち11冊目から13冊目が欠けているため、·現存しているのは13冊である。今回は
このうち、１冊目から10冊目の内容目録、翻刻を調査グループで行った。以降の部
分については次号で補うこととしたい。
　永田稠が島貫兵太夫の後に、日本力行会の会長を継ぐのは1914（大正３）年のこ
とである。永田は1881（明治14）年に長野県諏訪郡豊平村下
しも
古
ふつ
田
た
（現在の茅野市）
で生まれ、諏訪郡の実科中学校を卒業し、1901（明治34）年に早稲田大学に入学す
るが中退、長野県で代用教員となり、その後、北海道で開墾事業にあたっていた兄
のもとへに移る、翌1902（明治35）年入営し、日露戦争にも従軍することとなる。
　永田稠は1907（明治40）年に日本力行会に入会し、渡米する。島貫が没した頃に
は在米日本人中央農会の中心的な人物となっていた。日本力行会の会長となって以
降の永田の事業やその言行については、数多くの刊行物によって知ることができる。
永田自身も会の事業の歴史を含めた多くの著述をもってもいる
（３）
。しかし、それ以前
の彼の活動、特に入会、渡米よりも前については、永田自身の著述からはほとんど
うかがうことができない。その意味で、今回調査にあたった記録は、彼が早稲田大
学を中退してから入営するまでの間を知ることができる、永田自身の記述による資
料である。
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永田稠『無名録』（明治三四・三五年）内容目録
　『無名録』の内容については、先述したように随想や評論などを含んでおり、特
に教育・学校についての論や諏訪地域の風俗、文化について、自身の経験をふまえ
ての記述が豊富に含まれている。これら多様な情報は、教育史、移民史、地域史等
で有用な情報を含んでおり、様々な分野で生かす可能性が考えられるが、ここでは
そうした点のいくつかについて若干補足的に記しておくこととしたい。
　永田稠は、自身米国へとやがて移民し、さらには大正期以降、移民振興事業に深
く関わっていく。移民事業の意義、価値についての豊富な情報を発信し、さらには
長野県の教育界と連携して学校教育の移民教育とを結びつけていくことになる。長
野県での地域教育に携わっていた若き日の永田のこのノートからは、後に移民とい
う行為の意義、価値に結びついていく軌跡、あるいはそこに至る思想的な基盤をと
らえていくことが可能であろう。それはまた、明治初期から立志や立身・自助思想
に強く裏打ちされた多くの青年達が、海外へと眼を向け、移民・植民へと向かって
いく軌跡を考えていくうえでの重要な事例ともなろう。
　そうした移民史、教育史における観点以外にも、例えば地域の文化、教育史とい
う観点からのこの記録の活用も考えられる。旧制の諏訪実科中学校は、現在の諏訪
清陵高等学校にあたる。1893（明治28）年に諏訪郡立実科中学校として創設されて
いるが、永田はこの最初期の卒業生（第二期）にあたる。在学していたその目で、
その頃の諏訪中学校の風俗、状況について、かなり辛辣な意見も交えつつ詳細に論
じている。当時の同中学校の教育事情や教育環境について具体的に分かる資料とな
ってもいる。
　また、それ以外にも、文学教材の可否や自身での創作等、当時の文学・小説観や
教材観をうかがう点からも興味深い。当時永田らが発刊していた『諏訪青年』とい
う地方誌についても創刊事情について詳しく記されており、地域のリテラシーや文
学環境と東京でのそれを比較、検討していくことも可能であろう。
　さて、『無名録』自体は分量も多く、翻刻本文自体は約15万字に及ぶものであり、
内容は歌、随想、評論、創作まで多様な形式を含んでいる。現在では読みづらい部
分も多いため、全体を翻刻し、またその概要を知ることができるよう、内容の細目
を作ることとした。本目録は、その内容についての細目である。作成には岩崎晴彦、
加藤晴奈、後藤美咲、原みなと、杉江泰樹、土屋遙一郎、西尾泰貴、本橋理沙、和
田敦彦の９名が、それぞれ一冊ずつ担当する形で翻刻、目録作成を行った。翻刻自
体も、いずれは何らかの形で公開していく方策を考えていきたい。
（１）日本力行会関係資料調査グループ（岩崎晴彦、加藤晴奈、後藤美咲、原みなと、杉江泰
樹、土屋遙一郎、西尾泰貴、本橋理沙、和田敦彦）。
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巻数 タイトル タイトル補足 概　　　要 日時
１ 無名録 無 表紙 19010699
１ 〈巻頭言〉 無 自助思想の文言と歌一首。 19019999
１ 目次 無 目次 19019999
１ 江川子に与ふ 〈教育と文芸〉 教育に文芸を用いることの可否について。 19010608
１ 江川子に与ふ 〈教育と文芸補論〉 文芸は進歩しており、一概に教育に悪いとは言えないが、生徒の側
の道徳や智識に応じて使用を考える必要がある。
19019999
１ 永明青年に寄語す 〈永明村青年の風俗〉 永明村の青年が乱暴であり、風紀が乱れていることを事例をあげて
論じる。
19010608
１ 永明青年に寄語す 〈青年教化について〉 今日の青年を教化することの困難さについて述べる。 19019999
１ 三毛猫 無 永田稠が三毛猫のようにすばやく色々なものに手を出すという評
言に対して、自分でも納得するとともに、多様なことに手を広く着
手していく自身の思想を語る。これから自分のことを三毛猫と称す
ること。
19019999
１ 諏訪中学校 〈中等教育の必要性〉 在校中に書いた論。現代は、急進的な指導者でも愚鈍な一般民衆で
もなく、進むべき方向を見定めて民衆を導く人々こそが重要であ
り、そうした人々を育てる中等教育は重要であることを述べる。
19019999
１ 諏訪中学校 〈諏訪の風俗〉 諏訪の人民を批判的に論じる。また、小学校の設備や衛生面での改
良の必要性を述べる。
19019999
１ 諏訪中学校 〈智徳の合致した教育〉教育において、強権的、命令的な方法では無く、智育徳育の合致した
円満な教育の必要性を述べる。
19019999
１ 諏訪中学校 〈諏訪中学生の性質〉 諏訪中学校の生徒の気質を５種類に分けて、それぞれについてその
特徴、風俗について詳細に論じる。
19019999
１ 諏訪中学校 〈学生の堕落〉 学生風俗の乱れやその堕落について状況や原因を述べる。また試験
制度自体への批判を述べる。
19019999
１ 諏訪青年を評する詞 〈創刊の経緯〉 雑誌『諏訪青年』を友人とともに刊行した経緯について。 19010620
１ 〈雑誌から離れた経緯〉『諏訪青年』の刊行事業から自分が離れなくてはならなくなった経
緯について。
19010620
１ 月 無 月を素材とした小文。 19019999
１ 人に生命保険をせよ
と云はれし時
無 宗教心に薄い自分は、死後のことに関心がない。死後の掛け金に金
銭を使うよりも現在のために書を買うことにそれを使うと述べる。
19019999
１ 偶感 無 保科百介についてのエピソード。 19019999
２ 詩歌俳句非吾事 無 表紙 19019999
２ 無名録 無 無 19010702
２ 目次 無 全体の目次 19019999
２ 英雄豪傑と不幸 無 歴史的偉人の名前を挙げながら、不幸と運命について説明。 19019999
２ 逆境と順境 無 二人の青年の比較から進取の気性で勉学に臨む大切さを説く。 19019999
２ 明治文界 無 文法や文章表現の在り方がバラバラであるという批判的見解。万葉
集研究について。
19019999
２ 三毛猫独語（四） 無 猫目線で人間のやり取りを観察した物語。 19010702
２ 新声を読みて 無 小説『新声』の紹介。小説の内容から、東都の青年の堕落を嘆いている。19010703
２ 大まくらひ 無 暴飲暴食が体や精神に与える悪影響について。 19010703
２ 僕の宿直室其一 無 筆者の勤める宿直室のレイアウト等について。宿直室は兼裁縫室で
もある。
19019999
２ 僕の宿直室其二 無 筆者の宿直室での過ごし方を時間を追って説明している。八時半か
ら九時頃に幽霊が現れる。
19019999
（２）日本力行会創立百周年記念事業実行委員会記念誌編『日本力行会百年の航跡』（日本力
行会、1997年１月）、『「力行世界」「力行」「力行網」「渡米新報」解説・総目次・索引』
（不二出版、2013年６月）参照。
（３）永田稠『力行会七十年物語』（日本力行会印刷部、1966年11月）、同『信州人の海外発
展』（日本力行会印刷部、1973年２月）等。
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巻数 タイトル タイトル補足 概　　　要 日時
２ 三毛猫曰く 無 一から六まで箇条書きにされた雑感と和歌一首。一　自分の主張は
間違っていないということ。二　詩、和歌、俳句等を排斥するべきで
ない。三　日本語文法はもっと研究されるべき。四　ある娘とその
醜夫について。五　ローンテニスで右の方から魔球を出す方法。六　
府中中学校校長の考える教育について。
19010705
２ 偶感 無 教師の俸給の低さとそれゆえのストライキの事件について。 19010705
２ 青年と骨董 無 激動の世界情勢に対して、骨董を部屋に集める青年について。 19010705
２ 言語と文法と文章 無 時代が進むとともに、文法（言文一致）の研究も進めるべきである。 19010707
２ 舌切雀と徳川時代の
中葉
無 舌切り雀の話は徳川時代に出来たもので、実は遊郭の話である。 19010707
２ デーラボッチの話 無 伝承を基にした、デーラボッチという巨人が小泉という山を動かし
た話。
19010707
２ 最後の文 無 「君」に宛てた最後の文で、今までの四年間を一年毎に回想している。19010707
２ 三毛猫寸談 無 短い文章、俳句、和歌、絵、「文章を作るの三要件」等。 19010707
３ 〈副題〉 無 『史記』、『項羽本紀』からの引用。文章を書くことについての決意の
表明。
19010708
３ 目次 無 「某中学校長に与ふる書」と「俚歌行」の二項目。 19010708
３ 某中学校長に与ふる書〈校長閣下の功績につ
いて〉
校長閣下の着任によって学校にもたらされた利益についての具体
的内容。
19010709
３ 某中学校長に与ふる書〈学校の諸問題と校長の
対応の問題点の提起〉
中学校内で生じた様々な事件に対する校長の対応への疑問の提示。19010709
３ 某中学校長に与ふる書〈廣瀬先生事件の顛末〉一つ目の問題である「廣瀬先生事件」の顛末と、それに対する校長の
対応への批判。
19010709
３ 某中学校長に与ふる書〈廣瀬先生事件の影響〉「廣瀬先生事件」と、その鎮圧が学校にもたらした影響について。 19010709
３ 某中学校長に与ふる書〈「隋感録」と永田氏〉「永田氏」の「隋感録」中の記述を引用して、校長の対応を批判。 19010709
３ 某中学校長に与ふる書〈校長の鎮圧策がもた
らした影響について〉
校長閣下が採用した強行的な鎮圧策と、それが原因で学校の生徒が
激減してしまったことへの批判。
19010709
３ 某中学校長に与ふる書〈学友会の件〉 学友会の問題と、それに対する閣下への意見。 19010709
３ 某中学校長に与ふる書〈ボート購入事件〉 ボート購入に閣下が反対したことへの疑問の提起と批判。 19010709
３ 某中学校長に与ふる書〈山路愛山の講演〉 山路愛山を学校に招聘して講演依頼することと、閣下の反対に対す
る疑問の提起と批判。
19010709
３ 某中学校長に与ふる書〈学生の腐敗と鎮圧の
方便〉
学生の腐敗の現状と、閣下の対応への批判。 19010709
３ 某中学校長に与ふる書〈原氏のこと〉 「原氏の事件」の詳細と閣下とその部下への批判。 19010709
３ 某中学校長に与ふる書〈まとめと今後の閣下
への提言〉
今までの内容のまとめと、閣下の今後に対する提言。 19010709
３ 俚歌行 〈旅行先で見た風景〉 旅行先で見た山々の景色の描写。 19010729
３ 俚歌行 〈小泉山での「悟り」〉 小泉山での、仲間たちとの酒宴や詩作と、その後の「悟り」について。19019999
３ お舟祭り雑感 無 無 19019999
３ 〈時間割〉 無 時間割表らしきものが書かれている。 19019999
４ 武めい録（四） 無 表紙 19010899
４ 〈まえがき〉 無 「嗚呼炎たる此情三休の暑気に勝る事白な」とある。 19019999
４ 〈本、手紙の絵〉 無 本、手紙の絵。「片切松川」の内容に対応している。 19019999
４ 片切松川 無 「守屋山の遥か上の方」での光景を見つつ、「宿直室」に入り、「露西亜
史を載せてある机の前にどっかと座」り、回想を始める。小説風の話。
19019999
４ 片切松川 〈自らの回想〉 「中学を卒業をして実を小学教師にやつして居る」時の自分の回想。19010899
４ 片切松川 〈「小野」という女性〉「現代の小説を罵って」いた自分が「今まるで小説の主人公」のよう
な「地位にあるのは何故だろう」という自問から始まり、「宮下先生」
という高等女学校の教師から「小野」という女性の話をされる。
19010899
４ 片切松川 〈「小野」への想い〉 僕（永田）が女性への恐怖を失くし、「小野」へ想いを馳せるようにな
り、僕（永田）が「小野」と会った際に「彼女」がまるで「神」のように見
え、「小野」を忘れられない僕（永田）を描いている。
19010899
４ 謹傾 無 手紙風の文章。「山内先生」等「先生」の話を中心に書かれている。 19010825
４ After·this·is·recorded·
in·Tokyo.
無 東京を訪れた時の詩想。 19010915
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巻数 タイトル タイトル補足 概　　　要 日時
４ After·this·is·recorded·
in·Tokyo.
〈上野にて〉 信州で二十年生活をした「僕」が東京に来た。最初は上野の銅像を見
た際の詩想。
19010915
４ After·this·is·recorded·
in·Tokyo.
〈東京の景色に関して〉東京の「水」や「樹木」、「昆虫」など景色に関する詩想。 19010915
４ After·this·is·recorded·
in·Tokyo.
〈牛込橋にて〉 神楽坂を下って牛込橋に行った際の詩想。ナポレオン帽の紳士や女
学生に関して。
19010915
4 After·this·is·recorded·
in·Tokyo.
〈東京の人物に関して〉学生、紳士、商人、女、子供、先生、セントルマン（ジェントルマン）、赤
帽華族など東京にいる人物に関する詩想。「六つをこさざる男子」が
「父の膝をたたいて泣きながら何をか求める」様等を描写。
19010915
４ After·this·is·recorded·
in·Tokyo.
〈教育に関して〉 そのような人々を見た後の教育に関する詩想。「貧富の間隔を甚だ
しくするは富人の罪なるが如く人々に上流下流の別を甚だしくす
るは亦（比較的）教育ある名の罪ぞかし」など。
19010915
４ 〈二人の書生の話〉 〈二人の書生の話〉 小説風に描かれている。御茶ノ水の橋の上で語り合う二人の書生の
話。「したたらん計りの青葉」や「チカチカ輝いている星」等景色に関
する話。
19010920
４ 〈二人の書生の話〉 〈砲兵工廠にいる兄を
思う〉
近くの砲兵工廠にいる兄を思う青年と共に故郷を懐かしむ気持ち
を中心に描かれている。御茶ノ水の橋の上で二人は別れ、主人公は
一人牛込の方へと歩いて行く。
19010920
４ 〈二人の書生の話〉 〈桜の木の不審な影〉 砲兵工廠へと来た二人は、近くに居た「辻占屋」から「砲兵工廠の桜
の木に大きな黒い者が登って居ましたよ」という話を聞く。その話
を砲兵工廠にいた歩哨兵に伝える。青年はその歩哨兵が自分の兄に
似ていることに気づく。
19011015
４ 〈二人の書生の話〉 〈兄との再会、影の正体〉歩哨兵はまさしくその青年の兄であり、「大きな黒い者」は露西亜に
雇われた軍事スパイであった。青年の兄は盗人を殺し、秘密裏に焼
いたことを手紙で知らせる。
19011015
４ （後日譚） 〈後日譚〉 年月は流れ、青年の兄は陸軍の中佐となった。青年は「優業の成績」
をもって専門科を卒業し、商業官となった。
19011015
４ ある日たまたま 無 「同じ性同じ名の人なくもがな、其名聞く毎我心いたむ」から始まる
短い三編の詩。
19019999
５ 武名録 無 表紙 19010999
５ 〈五味への手紙〉 〈不合格の知らせ〉 入試が不合格だったこと、体調不良、手紙へのお礼。 19010919
５ 〈五味への手紙〉 〈「愛」について〉 天皇と臣・親子・朋友・師弟・男女などが「愛」であること、身の周りで
の「愛」の具体例、世間の「愛」の認識。
19010919
５ 〈五味への手紙〉 〈清水とひさ子について〉清水とひさ子の関係は「愛」であること、世間の悪い評判を清水は気
にしていること、今後は手紙を絶つべきであること、清水を思いな
がら婦人の徳を磨いてほしいこと。
19010919
５ 〈五味への手紙〉 〈現状報告〉 別の学校へ入学したこと、体調は回復したこと、挨拶。 19010919
５ 古郷を思ふ記（上） 〈出生地について〉 諏訪で生まれたこと、諏訪への思いはやまないこと。 19010919
５ 古郷を思ふ記（上） 〈昔の学校について〉 故郷の地名、地元の学校・教員、当時のあだ名。 19010919
５ 古郷を思ふ記（上） 〈行事の思い出について〉火とぼしの際の仕事、はやつりの踊りについて。 19010919
５ 古郷を思ふ記（上） 〈卒業後について〉 卒業時の教員の助言、中学校へ進んだこと。 19010919
５ 古郷を思ふ記（上） 〈転校について〉 学校を変えたこと、入試に落ちたこと。 19010919
５ 古郷を思ふ記（上） 〈書生時代について〉 書生になったこと、三名の先生との関係性。 19010919
５ 古郷を思ふ記（上） 〈中学五年時について〉様々な役職を任されたこと。 19010919
５ 古郷を思ふ記（上） 〈まとめ〉 ここまでが諏訪で起きたことの概略である、ということ。 19010919
５ 古郷を思ふ記（中） 〈家について〉 家にあまり良い思い出がないこと、男ばかりの家であること。 19010923
５ 古郷を思ふ記（中） 〈幻燈について〉 中学四年から始めて全四回、一回目は女子・二回目は役人を罵り、三
回目は女子教育・四回目は賭博を論じたこと。
19010923
５ 古郷を思ふ記（中） 〈発火演説について〉 全十回、それぞれの様子。 19010923
５ 古郷を思ふ記（中） 〈小屋山について〉 山についての作品を書いたこと、山で露営をしたこと、教師の威厳
は無礼講の中にあること。
19010923
５ 古郷を思ふ記（中） 〈天龍川について〉 螢狩りをしたこと、先生が近くに住んでいること。 19010923
５ 古郷を思ふ記（中） 〈諏訪湖について〉 ボートを買おうとしたこと、月見会でボートを浮かべたこと。 19010923
５ 古郷を思ふ記（中） 〈ローンテニスについて〉女子生徒とテニスをやったこと。 19010923
５ 古郷を思ふ記（中） 〈カンネーについて〉 来客などでお風呂に行けなかったこと。 19010923
５ 古郷を思ふ記（中） 〈天真子について〉 月見亭で初めて会ったこと。 19010923
（14）
永田稠『無名録』（明治三四・三五年）内容目録
巻数 タイトル タイトル補足 概　　　要 日時
５ 古郷を思ふ記（中） 〈岩波先生について〉 初めは師事できなかったこと、米沢で語り合ったこと。 19010923
５ 古郷を思ふ記（中） 〈五味子について〉 最も親しい女友達であること、茅野で初めて会ったこと。 19010923
５ 玉乗りを見る記 無 玉乗りと観客の様子、新聞記者と詩人の見世物に対する言葉の回
想、人間の在り方の理想。
19010926
５ 蛸的人種 無 「蛸的人種」の人との関わり方、蛸的人種は新聞記者に多いこと。 19010926
5 吟 無 故郷を発つ際の周囲の反応、恋人の恋しさ、滞在先での心情、帰った
後に真っ先に恋人に会いたいこと。
19010999
5 無題吟 無 恋人の手紙、恋人を想う心情。 19010999
６ 武名録 無 表紙 19011099
６ 〈目次〉 無 目次 19019999
６ 泉岳寺 無 はじめに「仮名手本忠臣蔵」の場面を描く。自らのいる泉岳寺から義
士たちを想い、感慨深い様子が描かれる。友たちも感涙し、敬慕の念
に打ち震えている。
19011007
６ 時雨吟 無 時雨を題材にした詩吟23首。 19011008
６ 須麿の曲 無 秋の趣き深い桜川を見る人々、その中に海軍服の少年。上流の方か
ら青年が須磨の曲を歌いながら歩いてくる。その後ろからは女学生
の少女と母。少女が叫ぶと、少年が橋から川へ落ちるところ。青年は
川へ飛び込み、少年を助ける。母や少女が名を聞くが、青年は答えず
に去り、再び須磨の曲を歌う。後には物思わしげな様子の少女が残
される。
19019999
６ 我罪 無 諏訪中学生への叱咤の声を受け、胸を痛めた筆者は在学中の罪を懺
悔する。彼の働きが原因で学友会は自治力を失った。学内の文化活
動は衰退し、生徒は活気を失った。それは全て自分に罪がある。今や
生徒も教師も全うなものはない。精神と言動を改めねばならない。
我が罪は重い。
19011013
６ 嗚呼逓信 無 逓信局の局員の会話。手紙を盗み読みしてイタズラ書きをしたり、
返信を要する手紙に勝手に返信を書いてしまう。給金が入ると仕事
を隣局に預けて局員総出で出かけてしまい、約束の時間になっても
戻らない。これが逓信省の官吏様の日常のお仕事である。
19011017
６ 〈和歌〉 無 和歌一首（星てりし昨夜のみ空雲いゝて誓ひの言葉流す雨かな）。 19019999
６ はきだめ（ａ） 無 帰り道、風に飛ばされた帽子を少年が拾ってくれた話。 19019999
６ （ｂ） 無 祭日の雑踏で商人と近衛兵の言い合いを聞く話。 19019999
６ （ｃ） 無 祭日に菊売りが出て、道じゅうが白く清く見える話。 19019999
６ ｄ 無 上野動物園で象を見て感慨深くなる話。 19019999
６ ｅ 無 生徒からの手紙を読んで感心する話。 19019999
６ ｆ 無 菊を貰って机上に飾り、友人への手紙に一輪添えた話。 19019999
６ ｇ 無 「諏訪人狭小」の声の高まりを喜ばしく思う話。 19019999
６ Ｈ 無 月見をした話。 19019999
６ Ｉ 無 政治学会に行った話と内容についての所感。 19019999
６ Ｊ 無 「学校はステーションである」という言説への所感。 19019999
６ Ｋ 無 近ごろ書生の品性が変になってきているという雑感。 19019999
６ Ｌ 無 「十一日一日愉快な日であるよ」と書き、一日の雑記。 19019999
７ 武名録（七） 無 表紙 19020199
７ 〈前書き〉 無 日記の「其七」を書くことにした理由。 19020121
７ 無名吟 無 川と舟の風景になぞらえつつ「我」の心情と人生観について書いた
七五・五七調の詩。
19029999
７ 行者止者 無 出京することが叶わなくなり、上諏訪に去ることになってなお捨て
きれない野心と、涙を共有するほどの厚い交友関係にある清水と杯
をかわした１月11日の夜について。また、家庭の事情のために望ん
でいた進路が危うくなった五味に対する心配。
19020123
７ 綿々録 無 家庭や生活の苦しみ、金銭、結婚などについて語り合う甲と乙との
会話文。乙は出京が叶わなくなった教師であり、父の借金を背負う
境遇にありつつもそれを恨まない彼に甲は敬意を感じる。
19020125
７ 上片桐村青年会設立
趣旨書
無 青年はどうあるべきかについての考えと、上片桐村において青年会
の設立をまだ見ていないことへの遺憾の思い。
19029999
（15）
巻数 タイトル タイトル補足 概　　　要 日時
７ 伊那教育者 無 伊那の谷の外を見ようとしない「保守的」で「引込み主義」の教育者
たちへの批判的問いかけ。
19029999
７ 片桐松川《上》 無 身辺の事情のために東都遊学の出来なくなった女教師・吉山の切実
な悩みと、彼女の様子を心配して涙を流す女生徒・杉野の交流の場
面を、烏帽子ヶ嶽の松の森の自然の風景とともに描いた物語。
10920215
７ 伊那男子 無 世界各地の地名を挙げつつ、伊那男子に世界に目を向けた野心をも
つように鼓舞する内容の詩。
19029999
７ 有感成一句 無 １頁を使って大文字で書かれた歌ひとつ。 19029999
７ 玄空雑吟　上 無 「玄空」が三毛猫の別名であることの説明と、上片桐での別れなどに
ついて詠んだ11首。
19029999
７ 玄空雑吟　下 無 自分を見送る教え子などについての短歌12首。 19029999
７ 上片桐去吟 無 烏帽子ヶ嶽にかかる黒雲についての七五調の詩。
７ 片桐松川《下》 無 上片桐の春の風景とともに、《上》に続く吉山と杉野の交流を描く物
語。杉野は吉山の家を訪ね、吉山は《上》で約束した通り、自身の苦悩
の理由を杉野に打ち明ける。吉山は自身が叔父の妨げで出京が叶わ
なくなり、彼女の親友・米山が一人で東都へ行かねばならなくなっ
たこと、また親友の宮川もまた家庭の事情で高女行きが難しくなっ
たことを嘆いていた。
19020313
７ 紫紅吟六首 無 上片桐を去る際に「紫紅」の「臂突」を送られたことについて詠んだ
短歌六首。
19020313
８ 無名録 無 表紙 19020313
８ （無名録） 無 中扉「三十土季　無名録（八）　美篶・三毛猫」 19020313
８ 目次 無 全体の目次 19020313
８ （序） 無 世のため人のために動くよりも今は修養のため読書すべき時期と
する。不勉強の反省など。
19020313
８ 松から竹え 無 上片桐村に赴任した教員の「我」が、村の教育官吏とぶつかり、教員
を辞めて、村を出て行くまでの話。
19020313
８ 麟児 （Ａの巻） 宮江村のために尽力する平嶋権五郞という新村長が、学校を新築し
教育も改善しようとするが、前村長の宮崎常五郎がそれに反対し、
村人を巻き込んで邪魔をし、村長を辞めさせようとする。
19020313
８ 麟児 （Ｂの巻） 前村長の宮崎常五郎の息子祐甫は、父と違い正義感が強く思いやり
がある少年だが、父から学校へは通うなと言われ思い悩む。そこへ
隣の玉江村から三村俊太郎という大学を中退した青年が教師とし
て赴任し、祐甫と心を通わす。
19020313
８ 麟児 （Ｃの巻） 前村長の宮崎は、平嶋と直談判するが逆に言い負かされ、密かに人
をつかって平嶋を殴らせる計画をたてる。それを立ち聞きした祐甫
は、三村に相談をする。
19020313
８ 麟児 （Ｄの巻） 宮崎と手下の村人たちが、平嶋に暴力をふるうために夜９時ごろ役
場に乱入するが、そこに待ち構えていた三村から柔道の技で次々に
投げ飛ばされる。さらに寒林巡査がやってきて、宮崎はじめ十数人
の手下の者たちは捕縛され、他は逃げ帰る。祐甫の相談を受けた三
村が、あらかじめ乱入の計画があることを駐在所の寒林に手紙で知
らせておいたのだった。
19020313
８ 麟児 （Ｅの巻） 逮捕された宮崎は、寒林巡査から懲役にすると言われ、泣いて許し
を請う。寒林は宮崎らの処分を三村に任せる。三村は宮崎に、息子の
祐甫に恥ずかしくない善人になるよう説教し、宮崎は固く約束す
る。その後、祐甫は大学に進学し、宮崎は助役として平嶋をささえて
仕事をする。宮江村は、いい学校のある村として有名になった。
19020313
９ 無名録 無 表紙 19020401
９ 目次 無 歌一首（「若草のもゆる春の日みよしかる信濃のみ嶽雪かかやきぬ」）
と、全体の目次。「一、古郷の五日　二、丸 二録　三、血祭記」とある。
19029999
９ （人生について） 無 昨年のことを思い返しながら、波浪にたとえて、人生とはいかなる
ものかを考えている。
19029999
９ 古郷の五日 無 故郷である諏訪を例に、古郷とはどのようなものかを説明している。19029999
（16）
永田稠『無名録』（明治三四・三五年）内容目録
（にほんりっこうかいかんけいしりょうちょうさグループ／早稲田大学大学院）
巻数 タイトル タイトル補足 概　　　要 日時
９ 古郷の五日 其第一日 病床の父と、東都から帰郷する友人に会うため、諏訪へ帰郷する道
中を記す。途中吹雪など悪天候で帰郷が困難になるも、なんとか諏
訪にたどり着く。文末に歌一首（「裾の原遊糸もゆる春の日をみ雪ま
ばゆし不二の高根わ」）あり。
19029999
９ 古郷の五日 其第二日 病床の父の過去を回想。「地獄沢」事件について。父のこれまでの苦
労を思い、偉人と称している。富川学校での彼女との再会、下諏訪へ
の訪問。文末に歌一首（「張りすてしテニスの網ニ遊糸のもえつつボ
ール花ニすてゝあり」）あり。
19029999
９ 古郷の五日 其第三日 兄、姉との再会。老いた姉、痩せた兄を思い悲しむも、志を新たにす
る。病床の父に会う。
19029999
９ 古郷の五日 其第四 諏訪中学校卒業証書授与式典の日。学校を訪れ友人、恩師に会う。彼
女の父に会う。彼女との関係がうまく行かず苦悶し涙する。
19029999
９ 古郷の五日 其第五 諏訪から帰る道中の様子。別れに涙する。帰路またも強い雨風に遭
いながらも、諏訪との別れを惜しむ。人生における障害についての
自分の考え。
19020408
９ 丸塵二録 其一、日英同盟祝賀会 日英同盟成立のために喜び祝う国民の様子を記し、それほどまでに
価値のあることなのか疑問を呈している。
19029999
９ 丸塵二録 其二、清公使蔡氏密書
事件
清国の公使蔡氏が密書にて日本は中国人留学生のための校舎も費
用も十分でないことを本国に伝え、清国からの留学生を妨害したと
して日本政府が無礼であると訴えた事件について。外交官は本国に
対し、目に映ったことをそのまま伝えることが仕事であり、今回の
ことは事実であるのだから日本政府は腹を立てず努力をすべきで
あるという考えをまとめる。文末に歌一首。
19029999
９ 血祭記 やまだし　上 諏訪大明神の祭では毎年喧嘩が起き負傷者や死者を出すため、喧嘩
祭や血祭りと呼ばれていると説明。祭当日の家中の様子や地元の様
子。祭の様子。玉川村の一同と警察官との喧嘩の様子。
19020499
９ 血祭記 やまだし　下 豊平玉川と四賀豊岡との喧嘩の様子。夜の準備の様子や近所の人々
の様子。喧嘩が始まってからの激しい戦いの様子。病院に担ぎ込ま
れる者も出るほど。文末に歌三首（「遊糸や電柱遠き桑ばたけ」「蕾な
らば彼の強き雪しの□むを聞きて後の此霜を如何し」「風黒くふる
雨白き高遠の鋒持の岨わ路けわしかり」）。
19020499
10 〈小学校教師について〉無 小学校教師という職業の社会的な価値、重要性について述べる。 19029999
10 未亡人 南無阿弥陀仏 二人の子どもを抱えた未亡人を材とした詞。 19020423
10 初対面の上伊那教育
部会
無 上伊那教育部会に初めて参加したときの様子。 19020424
10 三毛寸談 無 無名録を職員室においておいたら同僚に見られてしまったこと等。19029999
10 御柱吟 無 御柱についての詩。 19029999
10 送□綿衣記 無 十一年にわたって自身が着てきた衣服と別れるに際して作った文章。19020430
10 〈歌一首〉 無 大雨に小宴開く宿直室 19029999
10 嗚呼中学校長会議 〈校長会議への期待〉 校長会議で行われた議決について、以下、意見を述べていく。 19029999
10 嗚呼中学校長会議 〈教員欠勤の補充〉 それほど重要で無いことを校長会議で議決することへの疑義。 19029999
10 嗚呼中学校長会議 〈体育的遊戯奨励〉 中学校では体育的な遊戯を推奨すべきという決議への疑義。 19029999
10 嗚呼中学校長会議 〈父兄との連絡〉 学校行事に父兄の参加を呼びかけ、懇談するという決議について。
さらにこれについては進めるべきとする。
19029999
10 嗚呼中学校長会議 〈寄宿舎生活の改善〉 寄宿舎が、より生徒を感化する設備を備えるべきとする点について。19029999
10 嗚呼中学校長会議 〈生徒監督の方法〉 校長会議での生徒監督方法の決議に対する疑義。 19029999
10 嗚呼中学校長会議 〈修身の評価〉 修身中に操行点を採点し、進級条件に加えるとする決議に、賛成の
意見を述べる。
19029999
10 嗚呼中学校長会議 〈修学旅行〉 修学旅行の範囲についての議決への意見。 19029999
10 嗚呼中学校長会議 〈懲戒処分について〉 懲戒処分についての議決について。それぞれの懲戒処分の効果につ
いて論じている。
19029999
